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Attachment：Schedule
安全対策巡回指導調査団旅程表(ガボン）

日付 時間 移動予定 活動内容 宿泊地 備考
1 7月18日 水 11:10 成田発 パリ JL405

16:40 パリ着

2 7月19日 木 10:55 パリ発 AF976

16:35 リーブルビル着 出迎え（公用車） リーブルビル

18:00 事務所打合せ HOTEL MONT DE CRISTAL 担当：長谷川VC

ホテルチェックイン TEL:241-72-02-83

7月20日 金 9:30 リーブルビル 大使館（領事）表敬、情報収集 リーブルビル

10:30 警察署（憲兵隊）での情報収集、市街地視察 HOTEL MONT DE CRISTAL

14:30 隊員住居点検（三木隊員・丸銭隊員・大野木隊員）

18:00 ホテル帰着

4 7月21日 土 8:00 リーブルビル発 移動（公用車）

11:30 ランバレネ着 警察署（憲兵隊）での情報収集、市街地視察 ランバレネ

15:00 隊員住居点検（和木隊員・火村隊員・荻野隊員） HOTEL OGOOUE PALACE

18:00 ホテルチェックイン TEL:241-58-18-65

5 7月22日 日 朝 ランバレネ 出発　移動（定期舟）　所要時間6時間

昼頃 ポールジャンティ着警察署（憲兵隊）での情報収集、市街地視察

（移動は借上車またはタクシー） ポールジャンティ

16:00 隊員住居点検（永井隊員） AUBERGE DES TAPAS

18:00 ホテルチェックイン TEL:241-07-47-54-89

6 7月23日 月 10:45 ポールジャンティ 出発　移動（空路Air Service X7-1102)

11:15 リーブルビル 市街地視察 リーブルビル

18:00 ホテルチェックイン HOTEL MONT DE CRISTAL

7 7月24日 火 8:00 リーブルビル 事務所（兼隊員連絡所）安全対策点検

10:00 駐在員・調整員・専門家住居点検

16:00 安全セミナー ドゥアラ

19:15 リーブルビル発 SERENA PALACE HOTEL X7 1145

20:15 ドゥアラ着 出迎え(公用車） TEL:237-33423774

FAX:237-33423782
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リーブルビル  大野木隊員、丸銭隊員、三木隊員、原田駐在員住居、JICA 事務所点検 

ランバレネ   荻野隊員、和木・火村隊員住居点検 

ポールジャンティー 永井隊員住居点検 
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第 1 治安情勢等 
1 治安状況 
（1）政情 

ガボンは、1960 年 8 月にフランスから独立し、61 年 2 月にレオン･ムバが初代大

統領として就任、大統領の死去後、副大統領であったボンゴが 67 年 11 月に大統領

が就任、その 39 年に及ぶ長期政権の下、安定した内政が継続している。 

2001 年 12 月に国民選挙が実施され、2002 年 1 月当時の野党を含めた「開かれた内

閣」が発足。2005 年 11 月の選挙で 7 選を果たした。現在、71 歳であり 7 年の任期

終了時点には 77 歳となる。今後「ポスト・ボンゴ」をめぐる政治的混乱から治安上

の問題が生ずるおそれもある。 

 
外交面では旧宗主国フランスと行政、軍事、教育等において緊密な関係を持って

おり、サルコジ大統領は就任後、8 月にガボンを訪れている。 
政治的安定と石油輸出による経済力を背景に、中部アフリカを中心に積極的な外交

を展開しており、アフリカの地域紛争解決・安定のため積極的な活動を行っている。 
 

石油、マンガン、鉄等の鉱物資源、森林資源に恵まれ、石油関連収入が国内総生

産の約 47％、全輸出額の約 81％を占め、アフリカ諸国中、所得水準の高い国のひ

とつであるが、石油総生産量は 1997 年をピークに減少に転じており、中期的には

石油の枯渇が予測されている。そのため、政府は脱石油依存経済を目指し、漁業、

森林業、観光業、サービス業の振興による産業の多角化を図っている。在京ガボン

大使館も日本からの観光客の誘致に努力しているが、結果は伴っていない。 
新たな油田の開発、産業の多様化が起動に乗らないと、経済的困難に陥り、社会不

安が発生する可能性もある。 
 

人口 150 万弱であり、一人当たりの GNI は 5,010 米ドルと高い水準にあるが、UNDP

人間開発指数は低く 122 位であり、貧富の格差は大きい。 

ほとんどの生活用品、食料等は輸入に頼っており、また、産油国でありながら、国

内のガソリン等の価格は非常に高い。 

（2）一般犯罪 

   一般治安状勢としては、首都リーブルビル市等都市部においては、不法入国者の

流入が継続しており、それに伴い昼夜を問わず凶器による強盗・傷害事件が発生す

るなど治安が悪化しつつある。特に乗合タクシーの運転手と乗客が共謀したタクシ

ー強盗事件が多発傾向にあり、これらのタクシーの夜間の利用は避けるべきであり、

利用の際には貸切にするなどの配意が必要である。また、やむを得ず相乗りせざる

を得ない場合は、女性、老人、子供が乗車している車を選定するべきである。 

  

在留邦人及び邦人渡航者が少ないにもかかわらず、日本人の犯罪被害がしばしば 

散見され、ガボン政府は対策を強化してはいるものの、改善する様子はみられず、

犯罪も地方都市へ拡散する傾向がみられる。 
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リーブルビル中央警察署長代理の談 
近隣諸国から外国人が入ってきたことによって犯罪件数が増加してきている。リ

ーブルビルにおいては、殺人が時々発生し、盗難に関しては毎日発生している。中

でも侵入盗に関しては、警備員がグルの場合が多く、単独犯もあるが多くは数人グ

ループによる犯行で、時間帯としては雨の日の夜に発生しやすく、鉄格子を切断し

たり広げたりし侵入する手口もあり、家人に気が付かれると強盗に居直り、リボル

バーや自動小銃、ナイフ等の凶器を所持しているため、殺人事件に発展することも

ある。 

 （3）体感治安 
 ○ 薬物犯罪 

ガボン国内では、あらゆる麻薬の所持、使用、取引は禁止されており、厳し

い処罰の対象となるため、汚染地域、危険地帯への立ち入り禁止の徹底、好奇

心から手出しすることがないよう、薬物の脅威について機会を捉えて指導徹底

することが肝要である。 
○ 屋外犯罪 

犯罪被害多発地域の市場や、バスターミナル、大型スーパーマーケット、深

夜まで営業している飲食街、刃物使用強盗被害発生現場等の視察、強盗被害が

多発する乗り合いタクシーを実車した結果から、「強盗、ひったくり被害」に関

しては、日没後の不要不急の外出の自粛、やむを得ず遅くなった場合は、タク

シーを一台借り上げる等配意し、日中でも人通りの少ない通りの単独通行は避

け、時々後方を振り返る習慣を身に付け、携帯アラームを携行し、不審と感じ

た場合や咄嗟の時には直ぐ商店や、近くの民家に駆け込んで助けを求める。不

幸にして被害遭遇時には、無抵抗に徹するべきである。 
また、財布や携帯電話等の貴重品の携行方法に留意し、余分な荷物は持たず、

要所要所で注意力を発揮し、日本での安全対策に加え、時間と場所の選定を誤

らず、何より安全な国と油断をせずに、海外で生活しているとの意識を持って

行動することが望まれる。 
   ○ 交通事故 
     道路環境が非常に悪く、完全舗装の幹線道路でさえも大きな穴が何箇所もあ

いており、そのような悪路にもかかわらず、スピードを出しすぎたり、急に車

線変更したりするなどの乱暴な運転が目立ち、重大事故の発生が懸念される。

1999 年、邦人の死亡交通事故の発生もあることから、道路横断する場合等は十

分な注意を要する。 
○ その他 

ランバレネからポールジャンティ間の移動手段として隊員等が利用する交通 
機関フェリーは、乗船した結果、船の老朽化、超過積載により、沈没事故の危

険があり、また、有事の際脱出時に使用するライフジャケットの損傷も激しく

個数も不足しており、不定期ではあるが航空機も利用できることから、可能な

限り利用しないことが望ましい。やむを得ず利用する場合は多少高額でもより
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安全性が高いランク上の船を利用することが望まれる。その際も船の安全性の

チェックが必要である。 
 
【リーブルビル】 

    
 リーブルビル国際空港  空港内のフランス軍のベースキャンプ    市内の状況 

   
 深夜まで賑う飲食店街  ナイフ使用強盗被害発生場所 すり被害等懸念箇所の市場 

    
  市場内の鍵屋      PK8 バスターミナル周囲     乗り合いバス 

   
大型スーパー      豊富な品揃いの店内       ガボン大学 
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【ランバレネ】 

   
ランバレネまで 133km の地点     乗り合いタクシー       ランバレネの市街地 

 

   
シュバイツァー記念病院      義足等の医療器具       日本人の医師名も掲載 

   

夕食を兼ねて隊員等との懇親会 午前 6時同型フェリーでポール  フェリー船内は蒸し風呂状態 

ジャンティに向け出航    超過積載のため沈没事故が懸念 

    

 使用不可能なライフジャケット      屋根の重みで支柱が折れ曲がりパニック状態の乗客 

 



 7 

 

【ポールジャンティ】 

  

穴だらけのフェリーターミナル     漁業センター      ナイフ使用強盗被害発生通り 

   

  隊員の活動先         市内のホテル       市内の市場 

 

第 2 JICA 関係者の犯罪被害実態 

1 ガボンにおける犯罪被害実態 

  2005 年 7 月から協力隊員の派遣が開始され、その後発生件数は少ないが以下の犯罪

被害に遭遇しており、この他当チームには被害報告がなかったが、刃物でカバンを切

られたという断ち切りすり被害報告が隊員の住居訪問の際に隊員自身からあった。こ

れらの被害は全て防止可能である。 

（1）罪種別発生状況 

○ 強 盗 2 件・・屋外強盗 2 件ともナイフ使用 

発生時の状況・・夜間自転車乗車中、夜間歩行中  

 ○ す り・・・・・混雑しているバス停でズボンの左ポケット内から財布をす

られた。 

   ○ 居空き・・・・・配属先で昼寝中枕元に置いていた携帯電話を盗まれた 

（無施錠） 

 （2）被害の要因 

   ○ 物の管理の不適切 

   ○ 安全対策意識の不足・・・夜間及び深夜時間帯の外出等 

   ○ 混雑している場所での貴重品の収納箇所、方法の不備 

   ○ 安全な国と油断から 

 

第 3 安全対策推進状況 

1 事務所の取り組み 
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（1） 安全対策取り組み体制 

安全対策については、現在安全対策クラークの雇用がされていないことから、

原田駐在員の下で長谷川調整員が中心となって実施している。防犯マニュアル

は一応作成されており、首都危険マップも作成されてはいるものの、17 年 3 月

以降の見直しはされておらず、最新情報に欠ける部分が見受けられる。急ぎマ

ニュアルの見直し、緊急時の連絡体制の整備が望まれる。また、駐在員、ボラ

ンティア調整員 2 名とも男性であるため、一生懸命さは感じられるが、ある意

味肌理の細かさに欠ける部分も見受けられ、女性隊員が問題によっては相談し

にくい、ということもあり、調整員夫人に相談しているようである。 
女性住居の安全対策も、女性に対する配慮がわかりにくい点があるとのこと

であった。しかし、それ以外の部分では、隊員らに非常に慕われており、まと

まりがありアットホーム的な感じを受けた。 
（2） 緊急事態の対応および通信手段 

緊急事態対応マニュアルは、まだ整備されていないものの、現在は関係者数

が少ないため、現在の体制でも十分緊急時には対応が可能であるが、近い将来

SV の要請開拓も視野に入れて 40 名まで増員する計画との事であるので、防犯

マニュアル同様整備が急がれるところである。 
通信手段としては、全員が携帯電話を貸与されており、ボランティアは地上

波携帯電話の通じる地域にのみ派遣しているので現在のところ通信の問題はな

い。今後、ボランティアの地方展開によっては、道路のインフラが整備されて

いないので、注意を要する。 
2 大使館との関係 

加藤大使、千葉県警から出向している広瀬書記官との情報交換は随時行われてお

り、調査団訪問時にも大使公邸の夕食会に原田駐在員、長谷川調整員と共に招かれ、

フランス総領事にも同席いただけるよう配慮がなされていた。総領事からは治安情

報等や、緊急時の対応要領等につきご教授いただき、加藤大使自ら、平素からの在

留邦人に対する便宜供与に対し感謝の意を述べられると共に、地方隊員の緊急時の

協力要請等を再度念押ししていただいた。大使の要請に対し、総領事からは「日本

人の保護については、EU 市民同様に優先して当るので何ら心配はない。」との心強

い了承を得られた。 

3 安全対策クラーク 

  現在は滞在者数も少なく、適当な人材の確保も困難なため雇用にいたっていない

が、来年度同期を目途に 40 人まで増員する予定であるため、特に地方展開して行く

場合に、事務所員 2 名では目が行き届かなくなることが懸念されるため、ガボン政

府、日本大使館、フランス領事館等から適当な人材を紹介してもらい、早期に雇用

することが望まれる。 

 

第 4 JICA 関係者の住居等点検結果 

1 点検実施数 

10 箇所（JICA 事務所兼隊員連絡所、駐在員住居、隊員住居 6箇所、入居予定住居 2箇所） 
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2 評価基準 

   A・・現在のままで問題ない。 

   B・・若干の改善を加えれば、現在のままで良い。 

    C・・相当の問題あり、可能であれば転居も考えた方が良い。 

    D・・改善不能の問題あり、転居することが望ましい。 

3 点検結果 

A に近い B・・3箇所（丸銭隊員、三木隊員、原田駐在員住居） 

B・・・・・・5箇所（JICA 事務所兼連絡所、大野木、荻野、永井、永井転居候補 B住居） 

C に近い B・・2箇所（和木・火村隊員住居、永井転居候補 A住居） 

4 総合評価 

隊員らの住居環境は概ね安全な地域に選定されており、基本的には配属先、省庁 
  が探して提供されるが、首都リーブルブルでは難しいため事務所が探すケースが多 
  いとの事である。住居費に関しては JICA の負担は一切なく、ガボン政府から 1 人上 

  限 80 万セーファーンの支給と、この他に家具・家電代として上限 100 万セーファー 

  フランの支給があるため、住居の間取りも多く、一応の防犯対策は講じられている。 
しかし、寝室や玄関、裏口の鍵の強化と寝室のカーテンの取り付け等が一部必要と 
思料され、更に防犯機材の活用意識が薄いため、外出時は携帯アラームを持ち歩き、 
寝室にはサイレン付メガフォンを備え置くべきである。 

（1）各戸の安全点検結果 

※ 詳細・・別添 3「住居等点検結果」参照 

 

第 5 所見 

○ 治安は、長期政権にて安定しているが、後継者が定まっていないことから、大統

領が退任する時には混乱が発生する可能性は否定できない。 
    一般犯罪は、体感治安でも記述のとおり夜間の徒歩による移動、乗り合いタク 

シー利用時の強盗事件が報告されているため、夜間の不要不急の外出は控え、乗 
り合いタクシーは貸切にするなどの対策が必要である。特に女性関係者は、日没 
後は照明が少なく、場所によっては、目前の人の識別も困難なほどの暗さになる 
ため、夜間は勿論、昼間時間帯でも人通りの少ない通りの単独行動は避けるべき 
である。 

○ ガボン事務所で現在使用している公用車は、コートジボアール事務所が使用してい

たものを引き継いだ車輌である。現在は首都から地方ランバレネの移動手段として

悪路走行を余儀なくされ、今後地方展開増員するにあたっては、使用頻度も高くな

ることが予想され、走行距離等から勘案するに現在の車輌のみでは、タイヤの磨耗

等による交通事故発生等が懸念されることから、予算の目途が立ち次第新車購入し、

増車することが望まれる。 
○ マラリア汚染地域であり、現在発症者はいないものの前述のように、来年度同期を

目途に 40 人まで増員する計画があるため、隣国カメルーンと兼轄の健康管理員の

配置が望まれる。 
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    別添 2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

住居等点検結果  
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1 大野木 智子隊員宅 

  【実施日時】2007.7.20 午後 2時 30 分頃～15：22 

  【所在地】 首都リーブルビル BOULVART ソシガ地区 

  【評価】 

     ◎ 評価・・B 

【住居の概要】 

① 大野木隊員宅は、首都リーブルビルのソシガ地区にある国道１号線に面している、

ブロック造り３階建ての 8世帯入居のアパートで、隊員は１階に居住している。 

② アパートの周囲は住宅街で、敷地周囲を高さ約 0.9m～3m のブロック塀で囲み、塀

の上部には高さ約 0.4m のフェンスを取り付けている。建物正面に鉄製の通用門が

あり、夜間は（21：00～翌 6：00）施錠されている。 

③ ガードマンは、通用門を入った右奥の待機所におり、午前 6時と午後 6時の 2交代

制で 4人でローテーションが組まれている。 

④ 通用門を入るとアパートの正面玄関があり、外側両開きの鉄格子扉と内側両開きの

ガラス扉の二重扉になっており、鉄格子扉の上下には南京錠用の金具があるが、南

京錠は取り付けてなく、扉の中央に頑丈な両面シリンダー錠を取り付けている。内

側のガラス扉の下部には、両面シリンダー錠を取り付けている。 

⑤ アパートの出入り口は玄関の他に左右に二箇所あり、玄関扉と同様の二重扉と錠前

が取り付けられている。一ヶ月前まで玄関は施錠されて締切りとなっていたため、

隊員は通常建物左側扉から出入りしていた。 

⑥ 隊員居室入り口扉は、内側片開きの 1枚板の扉で、中央に両面シリンダー錠を取り

付け、ドアスコープ、ドアチェーンを取り付けている。両面シリンダー錠の上部に

2箇所錠前を取り付けてあるが、鍵が無く使われていない。 

⑦ 玄関の正面に廊下を挟んで居間があり、扉は内側両開きの中央ガラス入りの扉で、

扉の中央に棒鍵錠を取り付けている。室内の引き戸式ガラス窓と、エアコンの室外

機取り外し箇所には、外側から鉄格子を取り付けている。 

⑧ 居間の左隣が主寝室になっており、合板の内開きの扉には棒鍵錠が取り付けてある

が、内鍵は取り付けていない。室内のエアコン取り外し箇所は、板で塞がれて外側

から鉄格子を取り付け、引き戸式のガラス窓にも外側から鉄格子を取り付けている。

ガラス窓から適度な距離を置きベッドが置かれているものの、非常時に使用できる

サイレン付きメガフォンの備え付けはされていない。 

⑨ 玄関左側にキッチンがあり、片側内開きのガラス入り入り口扉には、中央に棒鍵錠

を取り付けている。キッチンのルーバー式ガラス窓には、外側から鉄格子を取り付

けている。 

⑩ 廊下突き当たり奥に、バス・トイレ室があり、入り口は合板の扉で中央の内側にサ
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ムターン式の内鍵を取り付け、ルーバー式ガラス窓には外側から鉄格子を取り付け

ている。 

⑪ 大野木隊員は市場で断ち切りすり被害にあっており、金品の実害はないがバックを

T字に切られている。 

⑫ 大野木隊員は配属先変更により、転居予定であるが、当該住居には 19-1 武田隊員

が入居予定である。 

  【問題点と改善策】 

  ① 玄関扉に面付けの内鍵を増設し、可能であればドアチェーンを取り付ける。 

  ② 寝室扉に内鍵を増設する。 

 

【住居の写真】  

  

アパート前の通り              アパートの正面 

なだらかな坂になっている 

  

警備員待機所               アパートの裏側の状況 
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    アパート正面出入口            アパート左右の出入口 

 

  

       住居の裏側              大野木隊員住居入口 

エアコン取り外し箇所にも鉄格子を取り付け防備    

  

      玄関扉の内側              リビング入口 

錠前は 3個あるが上部 2個は使用不可      
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     リビングの窓                トイレの高窓 

外側に鉄格子を取り付けている。 

窓下はエアコン取り外し箇所。 

  

寝室                 寝室の扉 

窓には外側から鉄格子を取り付けている。 合板扉、中央に棒鍵錠を取り付けている。 

  

    寝室内のシャワールーム           キッチンの窓 

ルーバー式の高窓にも鉄格子を取り付けている。 
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断ち切り掏り被害時のバックの持ち方       赤丸内が切られた箇所 
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2  丸銭 笑子隊員宅 

  【実施日時】200７.７.20  15：54～16：20 

  【所在地】首都リーブルビル・ルイ地区 271 

  【評価】 

     ◎ 評価・・Aに近い B 

【住居の概要】 

① 隊員住居は、首都リーブルビル・ルイ地区の住宅街に位置し、歯科医院があるブロ

ック造り２階建て集合住宅の 1階右側に居住している。住居の左隣には同期の三木

隊員が居住している。 

② 建物敷地周囲を高さ約 2.2ｍの上部に鉄柵を取り付けている塀で囲み、通用門を２

箇所設け、正面側には大型の車両通行可能な両側内開きの鉄柵の通用門があり南京

錠を取り付け夜間は締め切っている。敷地左側に別棟に通じる内側両開きの通用門

があり、中央を鎖と南京錠で施錠している。 

③ 正面の通用門右側敷地内にガードマンの待機室があり、出入りをチェックしている。

ガードマンは 24 時間１人体制で、夜間就寝する時は飼い犬を放し飼いにしている。 

④ 門を入ると中庭と駐車場になっており、歯科医院の患者の駐車スペースも含めると

10台以上の駐車が可能である。家屋はブロック造りトタン葺き2階建ての建物で、

裏側には別棟の大家宅がある。 

⑤ 隊員居室入り口扉は、片側内開きの 1枚板の扉で扉の中央に両面シリンダー錠を取

り付けている。玄関を入るとリビングルームになっており、駐車場に面した引き違

い式ガラス窓には、外側に鉄格子を取り付けている。ガラス窓と玄関扉の錠前との

距離は約 68cm しかない。 

⑥ リビングルームの右側に数段階段があり、キッチンになっている。キッチンの 2箇

所ある窓にも鉄格子を取り付けている。 

⑦ リビングの正面に寝室があり、寝室の扉は合板扉で扉の中央に両面シリンダー錠を

取り付けているが内鍵は取り付けていない。寝室の引き戸式ガラス窓には外側に鉄

格子を取り付けている。 

⑧ 寝室の奥に合板扉があり、バス・トイレ室になっている。扉の中央にサムターン式

の内鍵を取り付けており、室内の高窓にも外側に鉄格子を取り付けている。 

   【問題点と改善策】  

① 本来であれば玄関扉にドアチェーンと内鍵を取り付けることが望ましいが、窓と扉 

が 68cm しか離れておらず、ガラスを割って手を差し入れると簡単に取り外しが出

来る。丸銭隊員は任期残り 4 ヶ月強であることから、現状維持のまま治安情報の

収集に努め、近隣住居等で侵入盗の被害が多発するようであれば、両面シリンダ

ー錠をもう１箇所増設するか、南京錠を取り付けることが望ましい。 

② 寝室扉に内鍵を取り付け、窓には室内が見えないようカーテンを取り付ける。 
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【住居の写真】 

  

   丸銭・三木隊員住居前の通り        通りの反対側か見た入居建物 

 

  
     敷地正面通用門         門柱に歯科医院の看板を取り付けている 

 

  

     敷地裏側の通用門               入居の建物 

                       赤丸が丸銭隊員、黄丸が三木隊員住居 
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     丸銭隊員住居玄関            玄関扉とリビングの窓 

                        錠前と窓との距離は約 68cm 

   
       キッチン          全ての窓には外側から鉄格子を取り付けている 

 

  

   寝室とシャワー・トイレ室入口           寝室の扉 

                      両面シリンダー錠を取り付けている。 
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ベットは窓から離れた場所に位置している。  貴重品等を保管しているスーツケース 

 

  

    シャワー・トイレ室入口           室内の内倒し窓 
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3 三木 典依隊員宅  

  【実施日】2007.07.23 16 時 24 分～16 時 45 分 

  【所在地】首都リーブルビル・ルイ地区 

  【評価】 

     ◎ 評価・・Aに近い B 

  【住居の概要】 

① 三木隊員住居は、丸銭隊員住居と同じ敷地の中にあり、歯科医院が入居している建

物側の出入り口を利用している。出入り口扉は内側片開きのガラスの扉で、扉の中

央に両面シリンダー錠を取り付けている。扉を入ると左側に歯科医院があり、隊員

の住居は扉の右側に位置している。 

② 住居の玄関扉は頑丈な片側内開きの１枚板の扉で、扉の中央には両面シリンダー錠

を取り付けているが、内鍵とドアスコープ・ドアチェーンの取り付けはなく、時々

歯科医院と勘違いして患者が扉をノックすることがある。 

③ 玄関を入ると居間があり、居間の引き違い式ガラス窓には外側から鉄格子を取り付

けている。居間の奥にカウンターが取り付けられており、キッチンになっている。 

④ キッチンの右手奥が寝室になっており、寝室の出入り口扉は片側内開きの合板の扉

で扉の中央には両面シリンダー錠を取り付けているが、内鍵は取り付けていない。

室内には１箇所引き違い式ガラス窓があり、居間同様外側に鉄格子を取り付けてい

る。窓にはカーテン・ブラインドの取り付けはなく、外から室内を覗き見ることが

出来る。 

⑤ 居間の左側にバス・トイレ室があり、扉は合板の内側片開きの扉で、扉の内側にサ

ムターン式の内鍵を取り付けている。室内の引き出し式ガラス窓は、差し込み式錠

前を取り付け、窓の外側から鉄格子を取り付けている。 

 【問題点と改善策】 

歯科医院と間違えた患者が時々玄関をノックすることがあることから、ドア越しの

対応をし、不用意に扉を開けないようにする。 

① 玄関扉にドアチェーンとドアスコープと内鍵を取り付けるとより安全性が高まる 

  が、三木隊員も任期残り 4 ヶ月強のため、現段階ではドアチェーンを取り付け、後 

任入居時にドアスコープと内鍵を取り付ける。 

③ 寝室の扉に内鍵を取り付け、外から室内が覗けないように厚地のカーテンを取り付

ける。 
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【住居の写真】 

  

   歯科医院と共同のガラス扉           医院の案内プレート 

 

 

ガラス扉の両面シリンダー錠           隊員住居玄関 

防犯ガラスでない限りガラスを割ると侵入可能 

  

      玄関扉内側                リビング兼台所  

両面シリンダー錠のみ、内鍵等の設置はない。 
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        寝室の扉               寝室の窓 

両面シリンダー錠、内鍵はない。   カーテンを取り付けてないため外から室内が見える。 

  

     シャワー・トイレ室入口         トイレの内倒し窓 
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4 荻野 芳一隊員宅 

  【実施日時】200７.７.21 15：30～16：15 

  【所在地】ランバレネ・アトンゴワンガ地区 

  【評価】 

◎ 評価・・B 

  【住居の概要】 

① 荻野隊員住居は、ランバレネ・アトンゴワンガ地区の比較的高級な住宅街に位置

し、広大な敷地の周囲を高さ約 1.5m のブロック塀の上部に高さ約 0.9m の鉄柵を

取り付けた塀で囲み、車両通行可能な内側両開きの鉄柵の通用門を 2 箇所設け、

中央に両面シリンダーと頑丈な南京錠を取り付け夜間は締め切っている。敷地の

右手には大家の親族が居住しており、左側に市長の住居がある。 

② 大家親族住居を拠点とし敷地内には警備員が配置されており、隊員居住建物も含

め巡回警備している。 

③ 敷地内には通り側に１棟、その奥に一部２階建ての 4 世帯入居可能な長屋式の建

物があり、隊員住居は建物向かって左奥に位置している。隊員住居の右隣にはガ

ボン人が入居しており、右側２軒は空き家になっている。 

④ 住居の玄関は片側内開きの１枚板の扉で、扉の中央に両面シリンダー錠を取り付

けているが、ドアチェーンとドアスコープは取り付けていない。 

⑤ 玄関を入ると右側が寝室になっており、片側内開きの合板扉を取り付け、扉の中

央に両面シリンダー錠を取り付けている。室内にはルーバーガラス窓が１箇所あ

り、外側に鉄格子を取り付けている。当寝室には貴重品を保管していることから、

メイドも入らないように指示している。 

⑥ 玄関を入ると正面にシャワー・トイレ室があり、室内の窓は外側片開きの板扉と

内側には網戸を取り付けており、扉の中央に閂錠を取り付けている。 

⑦ 玄関左側は居間兼食堂になっており、入り口扉は片側内開きの合板扉で、扉の中

央には棒鍵錠を取り付けている。室内の 2 箇所の窓は外側両開きの板扉と内側両

開きの網戸が二重扉に取り付けられており、それぞれの扉の中央に閂の錠前を取

り付けている。 

⑧ 居間の右側には台所の出入り口があり、扉の左側に裏口の出入口扉がある。台所

の窓は居間と同様の外側両開きの板扉と、内側には網戸を取り付け錠前も居間同

様の閂錠を取り付けている。 

⑨ 裏口の扉は外側片開きの板扉で、扉の中央に両面シリンダー錠を取り付けている

が、内鍵等は取り付けていない。 

  【問題点と改善策】 

  全ての窓に鉄格子を取り付けることが望ましいが、荻野隊員居住地区は治安が良く、 

住居周辺で侵入盗被害の発生もないとの事であるため、現段階では窓の閉め忘れ、施錠 
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忘れのないよう配意し、現在実施している寝室の防備を継続し、以下の対応のみとする。 

しかし今後治安が悪化し、住居周辺で侵入盗被害が多発した場合は、侵入経路、手口 

等を調査した上で必要な住居防犯を講じることとする。 

玄関の扉に面付けの内鍵とドアスコープ、ドアチェーンを取り付ける。 

① 寝室の扉に面付けの内鍵を取り付ける。 

② 裏口扉の木枠が腐食しているため、木枠を取替えて面付けの内鍵を増設する。 

 

【住居の写真】 

  

      隊員住居前の通り         隊員が通常利用している通用門 

 

  

      通用門内側の錠前          敷地内に収納されたボート等 
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    隊員入居建物全景                隊員住居 

                          赤丸内が隊員の住居 

 

  

     敷地裏側の崖               住居の裏口 

 

  
      隊員住居玄関               玄関扉の内側 

                          両面シリンダー錠 
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        寝室                  シャワー・トイレ室 

貴重品は全てここに施錠し保管 

  

       居間兼食堂                キッチン 

 

  

      キッチンの窓               裏口扉 

                         両面シリンダー錠 
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5 和木 明日香、火村 絵里奈隊員住居 

【実施日時】2007.7.21 16：35～17：20  

【所在地】ランバレネ、アトンゴワンガ地区 

【評価】 

◎ 評価・・Cに近い B 

  【住居の概要】 

① 和木、火村隊員の住居は、ランバレネ、アトンゴワンガ地区の傾斜の緩い坂道を

上りきった住宅街の角地に位置するブロック造り平屋の建物で、敷地の周囲を高

さ約 2.2m のブロック塀の上部に、高さ約 0.3m の鉄柵を取り付けた塀で囲んでい

る。当住居は、以前は東和建設の社宅として使っていた家屋で、いたるところに

老朽化が目立つ。 

② 敷地の右手に 2 棟、通りを挟んで同様の住居が 3 棟あり、住居の裏側の高い塀の

住居には大家の親族が居住しており、左側住居には市長が居住している 

③ 敷地を囲む塀に沿って、道路に 2 箇所電柱が設定されており、この電柱にはメン

テナンス用か階段様の足場があり、これを使うと敷地内に侵入される懸念がある。 

④ ブロック塀の建物正面側には車用の内側両開き通用門と、人用の片側内開きの通

用門を設けており、隊員等は片開きの通用門のみを利用しており、通常両開きの

通用門は施錠して締め切っている。両扉の中央に両面シリンダー錠を取り付けて

いる。 

⑤ 通用門を入ると数段の階段があり、玄関になっている。玄関の右側には車庫があ

り警備員の待機室に利用しており、深夜 0 時から明朝 6 時まで敷地内の警備を行

っている。敷地の裏側は広い庭になっている。 

⑥ 玄関扉は内側両開きの板扉で扉の中央に両面シリンダー錠を取り付け、扉の上下

に閂式の差込上を取り付けているが、床の差込用の穴に砂などが詰まって浅くな

っており、上部の差込用の留め金は、金具を取り付けたのみで強度にやや問題が

ある。 

⑦ 玄関を入ると右側がサロンになっており 2 箇所ある窓はルーバー式のガラス窓で

あるが、外側から鉄格子を取り付け、内側には薄手のカーテンを取り付けている。 

⑧ サロンの左奥にキッチンがあり、キッチンから住居の裏側に出入りが出来る。サ

ロン側は外側片開きの合板扉で、扉の中央に両面シリンダー錠を取り付けている。

室内の 1箇所の窓にも外側から鉄格子を取り付けている。 

⑨ 裏口扉は内側片開き合扉でサロン側同様、扉の中央に両面シリンダー錠を取り付

けているが、扉が歪んでおりやや強度に欠け、開閉がスムーズに出来ない難点が

ある。 

⑩ 玄関を入った左側のサロンと反対側には内側片開きの板格子の扉があり、隊員ら

の寝室の出入口となっている。扉の中央に棒鍵錠のみ取り付ており、他に内鍵等
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の取り付けはない。 

⑪ 寝室入口扉を入ると廊下になっており、廊下を挟んで右側には手前からトイレ、

浴室、和木隊員寝室があり、左側には手前から、火村隊員寝室、予備寝室（洗濯

物干しに利用）がある。 

⑫ 右側のトイレ、浴室にはそれぞれ内開きの合板扉にサムターン式の錠前を取り付

け、それぞれのルーバー式ガラス窓には外側に鉄格子を取り付けている。 

⑬ 浴室の左隣が和木隊員の寝室になっており、入口扉は合板の片側内開きの扉で扉

の中央には両面シリンダー錠を取り付けているが内鍵の取り付けはない。寝室の

天井の一部に穴が開いており老朽化が見受けられる。寝室内には専用のシャワ

ー・トイレ室があり、寝室の窓にもトイレ室の高窓にも外側から鉄格子を取り付

けている。 

⑭ 火村隊員寝室の扉も、和木隊員寝室同様に片側内開きの合板扉で、扉の中央に棒

鍵錠を取り付けており、内鍵等の取り付けはない。寝室の窓やエアコンにも外側

から鉄格子を取り付けているが、窓のカーテンが薄い上にカーテンの幅が足りず、

外から室内を覗き見ることが出来る。 

⑮ 予備寝室は現在洗濯物干し室に利用しており、窓には外側から鉄格子を取り付け

ている。エアコンは取り外されており、取り外し口はベニヤで塞ぎ外側から鉄格

子を取り付けてはいるが不安を感じる。 

  【問題点と改善策】 

  両隊員は 17-2 次隊であり、本年 11 月で任期が終了することから、当住居は老朽化が

いたるところに目立ち、また、塀に面して侵入の手助けとなりうる電柱が 2 箇所に設置

されていることから、後任の要請がなければ入居させないことが望ましい。このまま引

き続き関係者を入居させるのであれば、以下の改善を要する。 

① 玄関扉が内側両開きの扉であるため、押す力に弱いことから扉の内側に閂棒を取

り付け補強する。 

  

                      四角側を固定、赤丸側を南京錠等で施錠 
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② 裏口扉は歪んでいるため修理し、上下に南京錠をバランス良く取り付け補強する。 

③ 寝室側入口扉が板格子で、錠前は棒鍵錠のみであるため、を可能であれば、扉を

合板扉か 1 枚板扉に取替え、サムターン式シリンダー錠を取り付け、面付けの内

鍵も追加する。扉を交換しない場合は、両面シリンダー錠と内鍵を追加設置する。 

④ 火村隊員の寝室の扉は棒鍵錠のみであるため、サムターン式シリンダー錠と面付

の内鍵を取り付ける。また、ベットの頭の位置が窓に近いため、頭の向きを反対

側の足側し、窓のカーテンは外から覗かれないように、窓より幅広い厚手のカー

テンに取り替えるか、ブラインドに取り替える。 

⑤ 和木隊員寝室扉の内側に面付けの内鍵を取り付ける。 

⑥ 予備寝室のクーラー取り外し口は、ベニアで塞いでいるだけであり弱いため、内

側から頑丈な板で塞ぐ。 

⑦ 大家と交渉し、軒下と家屋内外の損傷部分を修理する。 

⑧ 電柱を利用し、敷地内に侵入されることが危惧されるため、夜間警備員を居眠り

しないよう指導徹底し、時々抜き打ちで点検する。 

【住居の写真】 

  

     住居周辺の状況              2 隊員住居 

 

  

    問題の足場となる電柱            隊員利用の通用門 
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      敷地内通用門側             敷地内右側 

 

  

    裏側の大家親族の住居             敷地左側 

 

  

      正面玄関                住居右側の車庫 

                        警備員待機所として使用 
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       住居の裏側             和木隊員寝室の外側 

                      赤丸内専用シャワー・トイレ室高窓 

  

 予備寝室と火村隊員寝室の外側            傷みの酷い軒下 

黄丸側火村隊員居室、赤丸内が問題のクーラー 

取り外し口、鉄格子は細めで強度に欠ける 

  

      玄関の内側              サロン、左奥がキッチン 

上部差込の金具が脆弱 
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     キッチンと裏口              寝室側入口扉 

裏口は歪んでおり開閉がスムーズでない      格子状の扉で、棒鍵錠のみ 

  

      トイレ                   浴室 

高窓にも外側に鉄格子を取り付けている   2 箇所のルーバーガラス窓にも鉄格子を設置 

  

      和木隊員寝室              天井に開いた穴 

  扉には内鍵は取り付けていない 
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       火村隊員寝室              寝室の扉 

カーテンが薄く窓の幅よりの狭く、     棒鍵錠を取り付けているが、内鍵はない 

ベットの頭の位置が問題 

  

      予備寝室               クーラー取り外し口 

                   弱いベニア板で塞ぎ外に鉄格子を取り付けている 

  

腐食している扉の錠前 
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6 永井 慎二隊員住居 

【実施日時】200７.７.22  15：50～16：20 

  【所在地】ポールジャンティー リセデタ地区 

  【評価】 

◎ 評価・・B 

  【住居の概要】 

① 永井隊員住居は、ポールジャンティー、リセデタ地区の、ポールジャンティー空

港から約 5km の距離に位置した、郊外の住宅が所々に点在するブロック造り平屋

の 2軒長屋で、右隣にはガボン人家族が居住しており、隣家とは壁で接している。 

② 建物周囲を高さ約 1.6m のブロック塀で囲み、玄関側に内側片開きの鉄柵の通用門

と、その左側の車庫に両開きの鉄柵の通用門を取り付けている。隊員は通常玄関

側の通用門を利用しているが、通用門には錠前の取り付けはなく、誰でもが敷地

内に入ることが可能である。 

③ 通用門を入ると玄関になっており、玄関扉は内側片開きの 1 枚板扉で、扉の中央

に両面シリンダー錠と漁年シリンダー錠を挟んで上下にサムターン式シリンダー

錠がバランス良く取り付けている。 

④ 玄関を入るとリビングになっており、リビングの 2 箇所のルーバー式ガラス窓に

は外側に鉄格子を取り付けている。 

⑤ リビングの奥に内側片開きの合板扉があり、寝室になっている。扉の中央には棒

鍵錠を取り付けている。寝室の 1 箇所のルーバー式ガラス窓にも外側から鉄格子

を取り付けている。 

⑥ 寝室の右側にシャワー・トイレ室があり、この部屋は隣家と壁で接しており窓は

なく換気が悪い。 

【問題点と改善策】 

  当住居に関しては、配属先との関係で 8 月 1 日引っ越す予定であり、特別手を入れる

必要はないが、引き続き居住させるのであれば、以下の改善を要する。 

① 通用門の上下 2箇所に鎖で南京錠を取り付ける。 

② 玄関扉にドアスコープ、ドアチェーンを取り付ける。 

③ 寝室扉に内鍵を取り付ける。 

④ シャーワー・トイレ室の換気を良くする。 

⑤ 通勤は徒歩で 30 分との事である、前任者が屋外強盗被害にあっていることもある

ため、有事の際通勤経路に駆け込んで助けを求められる場所を確保する。 
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【住居の写真】 

  
      長屋全体の状況               隊員住居 

                        コンパクトで護りやすい 

  
      住居の側面                 住居裏側 

                          壁に接して廃屋がある 

  
       通用門                   窓の鉄格子 
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        玄関扉                 扉の内側 

                        3 箇所に鍵を取り付けている 

  

   居間のルーバー式ガラス窓            寝室の入口扉 

 

  
      寝室扉の内側              シャワー・トイレ室 

扉の錠前は棒鍵錠のみ              換気環境が悪い 
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7 永井 慎二隊員転居候補 A住居 

【実施日時】200７.７.22  16：38～16：45 

  【所在地】ポールジャンティー 

  【評価】 

◎ 評価・・C 

  【住居の概要と問題点】 

①  転居予定住居一帯は、現在居住している地域よりも世帯数も多く、空き地が少な  

い地域のブロック造りの平屋の住居で、大家家族と棟続きであり、防犯上は良好

である。 

② 大家が不在のため室内の見分は出来なかったが、工事の進捗状況からして 8月 1  

日入居は不可能と思われる。 

③ 玄関扉のガラスの部分には、鉄格子を取り付けているが、扉の木の枠が老朽化し

ているため木枠毎交換する必要があり、室内は手を加えても現在入居している住

居よりも居住性が高くなるとは思えないことから、他に適当な物件を探すべきと

判断される。 

【候補物件の写真】 

  

     候補物件前道路               通用門 

  

     現在増築中            傷みが酷い玄関扉の木の枠 
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8 永井 慎二隊員転居候補 B住居 

【実施日時】200７.７.22  16：49～17：05 

  【所在地】ポールジャンティー 

  【評価】 

◎ 評価・・現在は B 

  【候補物件の概要】 

① 隊員転居候補物件は、比較的高級住宅が点在する住宅地に位置する、ブロック造り

平屋の 3軒長屋で、現在工事中である。長屋の手前には道路に面して大家の高級住

宅があり、長屋の裏側には小さな沼と、奥に樹木が生い茂っており林の状態である。 

② 長屋の周囲は今後の工事で様変わりを見せると推測されるが、高さ約 2.2m～2.5m

のブロック塀で囲み、長屋の裏側はこの塀が建ち上がって屋根と繋がっているため、

裏側の窓は外からは近付くことが出来ない。 

③ 長屋の入り口には通用口があり、通用門等の備え付けが予想される。 

④ 各室の玄関扉は、片側内開きの 1枚板の頑丈な扉で、扉の中央に両面シリンダー錠

を取り付けている。玄関以外の室内の扉は合板の扉で、トイレ室を除き両面シリン

ダー錠を取り付けている。トイレ室はサムターン式錠前である。 

⑤ 窓は現在工事中で鉄格子等の備え付けは無いが、塀に立てかけて置いてあるため、

今後備え付けられるものと推測される。 

  【問題点と改善策】 

  現在工事中であり、今後の進捗状況等を尋ねるにも大家不在のため詳細については聴

取が出来なかったが、大家住居が直近にあり、長屋もある程度安全性が確保できると思

われる造りであることから、一番手前の部屋を除けば以下の対策を講じた後、入居可能

と思料される。但し、裏側の屋根がトタン板のため、屋根からの侵入に対し室内の窓を

含めた裏側の防備をより強化してくれるよう、大家と交渉するべきである。 

① 玄関扉に内鍵とドアスコープ、ドアチェーンを取り付ける。 

② 寝室の扉に内鍵を取り付ける。 
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【候補 B物件写真】 

  
      長屋周辺住居             手前に位置する大家住居 

    

  

     長屋の入り口（通用口）           長屋の裏側             

                    ブロック塀で裏側をカバー、但し屋根はトタン板 

  

     各室の玄関側               長屋の裏側への通路     

赤丸内鉄格子               一番手前の部屋の脇 

 



 41

 

  

      各室の玄関扉            玄関から見た室内と裏側 

 

   

    室内から見たルーバー式窓           室内の状況           

 

  
     通路側に面した窓           トイレ室はサムターン式錠前 
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9 JICA ガボン事務所 

【実施日時】200７.７.23  15：26～16：55 

  【所在地】首都リーブルビル ルイ地区 

  【評価】 

◎ 評価・・B 

  【事務所の概要】 

① 事務所は、市街地の中心部から路地約 300m 程入った、住宅や事務所入居建物が混

在している地域に位置し、左隣はガボン人の住居、右隣に WHO の事務所、通りを

挟んで向かい側には NGO が入居している。 

② 敷地の周囲を高さ約 1.7～2.2m のブロック塀の上部に鉄の忍び返しを付けた塀で

囲み、事務所正面向かって右側の WHO 側に、鉄製の内側両開きの通用門と警備室

があり、左隣家側の塀の上部には監視カメラを取り付け、通用門周辺の監視をし

ている。 

③ 鉄製の高さ約 1.7m 通用門は、通常警備員が開閉しており、来訪者は警備室壁に取

り付けられたカメラ付きインターフォンを鳴らし、警備員に来意を告げ敷地内に

入る。インターフォンの右横には、来訪者を確認できる小窓の取り付けもされて

いる。警備員は 12 時間交代で、日中、夜間とも 1人体制である。 

④ 通用門の上部には山形に忍び返しを取り付けており、扉の内側中央には両面シリ

ンダー錠を取り付け、扉の下部には差し込み錠を取り付けているが、差し込みの

穴が浅く約 1cm しかないため、固定能力に問題を感じる。 

⑤ 通用門を入ると通路があり、通路を左に折れると事務所玄関に通じ、更に直進す

ると事務所裏側隊員連絡所入口に通じる。敷地内には監視カメラが玄関前、裏口

側、隣家との壁側 2 箇所、警備待機室軒下の 5 箇所に設置されており、事務室内

でモニタリングされている。 

⑥ 事務所玄関扉は、外側両開きの鉄格子扉と、その内側に外側両開きの網戸、更に

内側両開きのガラスの木枠付き扉を取り付け、鉄格子扉の上部には、両面シリン

ダー錠とテンキー式のオートロックの取り付けがされ、内側の扉には中央に両面

シリンダー錠 2 個取り付けており、扉の上下を閂式の差込錠で固定しているが、

床の穴の深さが約 1.5cm しかない。 

⑦ 玄関を入ると受付カウンターがあり、カウンター奥が執務室になっており、調整

員席、ナショナルスタッフ席、調整員席奥右側、玄関に正対して駐在員席がある。

駐在員席左側の窓には外側から鉄格子を取り付け、フランス落し錠を取り付けて

いる。執務室の玄関扉の上部左斜めの壁にモニターテレビを取り付け、事務所員

全員でモニタリングしている。執務室の左側には応接室、奥突き当たりに台所、

右側には倉庫、会議室、隊員連絡所への入口がある。 

⑧ 執務室左側の応接室の入口扉は外側両開きの 4 枚扉で、中央の 2 枚扉の中央に錠
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前を取り付け、4 枚扉の上下 3 箇所を差し込み錠で固定しており、これらの 3 箇

所の差込錠を取り外すと、4 枚の扉が内側に全開可能で、大型の家具の運び出し

も可能である。室内の全てのルーバーガラス窓には外側に鉄格子と、網戸を取り

付けている。 

⑨ 執務室奥の台所入口は片側外開きの合板扉で、扉の中央に棒鍵錠を取り付けてい

るが、内鍵の取り付けはない。台所奥に裏口扉が 3 枚あり、手前には鉄格子の片

側内開きの扉があり、扉の中央に両面シリンダー錠を取り付けている。鉄格子扉

の外側には網戸が、更にその外側に片側外開きの 1 枚板の扉があり、扉には上部

から順番にサムターン式シリンダー錠、両面シリンダー錠 2 個をバランス良く取

り付けている。台所の高窓には外側から鉄格子を取り付けている。 

⑩ 隊員等はこれらの裏口扉から、台所扉を通りさらに執務室を抜けて連絡所等に入

ることができる。 

⑪ 執務室右側の合板の外側両開きの扉が隊員連絡所、会議室、倉庫の通用口になっ

ており、合板扉の中央には棒鍵錠を取り付けており、片側の扉の上下を閂式差込

上で固定している。合板扉の内側には外側両開きの鉄格子扉を取り付けており、

扉の中央に両面シリンダー錠を取り付けている。 

⑫ 扉を入ると奥に向かって廊下があり、廊下の右側から倉庫、会議室、男性用寝室、

廊下突き当たりに男性用バス・トイレ室があり、男性用寝室の廊下を挟んで向か

い側に女性用寝室とバス・トイレ室がある。各室の扉は合板の片側内開きの扉で、

扉の中央に棒鍵錠を取り付けている。各室の全ての窓には外側から、鉄格子を取

り付けている。 

⑬ 男女のバス・トイレ室ガラス窓にはフランス落し錠を取り付けており、女性用寝

室の扉には棒鍵錠の他に上部に 2 箇所面付けの内鍵が取り付けられ、女性用のバ

ス・トイレ室入口扉にも 1 箇所内鍵が取り付けられており、安全上の配意が見ら

れる。 

⑭ 女性用寝室の手前左側にテラス出入口があり、内側には片開きの鉄格子扉を取り

付け、外側には外側片開きの合板の扉を取り付けている。テラスの外側は全体に

頑丈な鉄格子を取り付けており、内側には網戸を取り付けてそれぞれの中央に通

用口を設け、鉄格子扉は中央を南京錠で施錠し、扉の下部を差し込み錠で固定し

ている。 

  【問題点と改善策】 

  事務所防犯実施中に、警備室のカメラ付きインターフォンとモニターテレビの監視等

が出来ないことに気が付いたため、23 日日中勤務の警備員に真相を究明したところ、臨

時に派遣された警備員によってポリバケツが燃やされたこと、その結果電線が焼け警備

室内が停電状態となっていることが判明した。報告を怠ったことを問い詰めると、ナシ

ョナルスタッフのレイ氏には報告したとの事であったが、所長、調整員に対しては何の
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報告もなかったことが判明した。 

① 敷地裏側の洗濯室屋根から鉄筋が事務所側に伸びており、隣家から洗濯室屋根に上

り、鉄筋伝いに敷地内と事務室屋根から侵入することが容易なため、監視カメラで

裏口側の監視を強化するため、目隠しになっている裏側塀側に生い茂っている立ち

木等の伐採をし、カメラの位置もより機能可能な位置に変更する。 

② 事務所玄関の内側のガラスの扉に、テンキー式錠前（裏側はサムターンではなく、

シリンダー式）を追加設置し執務中の出入りに利用する事務所員全員退室する場合

は全部の錠前の施錠を怠らない。 

     
テンキー錠、電気は不要     裏側のシリンダー錠       テンキー錠 

両面シリンダー錠も併設   室内からは鍵を用いて開閉する  裏側サムターン式、鍵不要 

 

③ 台所奥の裏口鉄格子扉と板扉にもテンキー式錠前を追加設置し、台所内にキーボッ

クスを設け、安全上の理由から執務室内を通ることなく、サロンの出入口から直接

隊員連絡所や図書室に隊員らが出入り可能にする。 

④ 台所の扉は棒鍵錠のみのため、バランス良く上下に 2箇所サムターン式シリンダー

錠を追加設置する。 

⑤ 男性用寝室に面付けの内鍵を追加設置する。 

⑥ 両開き扉は押す力に弱く、また床の差込錠の穴は埃や砂が詰まっていたり、元々の

深さが足りなかったりし、扉がしっかりと固定されないため、床の穴は可能であれ

ば深さ 5cm 以上が望ましいが、最低でも 3cm 以上の深さに改善する。 

⑦ 警備員の勤務実態、特に夜間時間帯を抜き打ちでチェックし、問題があった場合は

その場で指導し、更に警備会社を通じ今後の改善を要求する。また、場合によって

は抜き打ち巡回、電話での確認等により勤務状況を会社が定期的にチェックしてくれるよ

う依頼する。 
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【事務所・隊員連絡所の写真】 

   

     事務所前の通り               事務所の囲い塀 

  首都にもかかわらず道路は穴だらけ        

  
       通用門               カメラ付きインターフォン 

      赤丸内警備室 

  

     通用門の内側           警備室内の使用不可能なモニターテレビと 

中央両面シリンダー錠         カメラ付きインターフォン 

監視カメラ 
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   警備室入口上部の監視カメラ        燃やされたバケツと電線 

敷地右側をカバー 

  

      敷地内右側              矢印先監視カメラ 

                         敷地の裏側をカバー 

  

   楕円内の目隠しの立木を伐採     矢印のように隣家から洗濯室の屋根に下り 

     矢印先はサロン入口       敷地内と、事務所の屋根から侵入懸念箇所 
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四角内、問題の洗濯室軒下から事務所軒下に        事務所前面 

取り付けられている鉄筋  

  

      事務所入口              裏口とサロン入口 

     赤丸内監視カメラ 

  

   執務室内のモニターテレビ             玄関扉の内側 

 

 

裏口 

サロン入口 
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       執務室                  駐在員席 

 

  

      応接室入り口扉               応接室内 

                     窓には外側から鉄格子を取り付けている 

  

  倉庫、図書室、隊員連絡所入口          扉の裏側 

                       頑丈な鉄格子扉を取り付けている 

連絡所等の入口

台所入口 応接室 

サロン出入口 
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        サロン内             サロン出入口外扉 

                      内側には鉄格子扉を取り付けている 

  

       倉庫室                 倉庫室扉 

                      合板の扉棒鍵錠を取り付けている 

（図書室、男子寝室も同様） 

  

       図書室                 男性用寝室 

 窓には外側に鉄格子を取り付けている 



 50

 

  

     男性用バス・トイレ室           女性用寝室扉 

高窓にも鉄格子を外側に取り付けている    上部に 2箇所内鍵を取り付けている 

  

        寝室内              女性用バス・トイレ室 

 窓には外側から鉄格子を取り付けている       扉には内鍵を設置 

  

     執務室からの台所入口            居所の裏口扉 

  棒鍵錠のみのため錠前の追加が必要 
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10 原田 駐在員住居  

【実施日時】200７.７.23  17：10～17：50 

  【所在地】首都リーブルビル ルイ地区 

  【評価】 

◎ 評価・・Aに近い B 

  【住居の概要】 

① 原田駐在員住居は、首都リーブルビル、ルイ地区の賑やかな飲食店街を通り抜け

た、JICA 事務所からほぼ真北約 250ｍに位置した比較的高級住宅街にある、高級

高層アパートで、駐在員は 6 階に居住しており、同アパートの 4 階には長谷川調

整員家族 4人が居住している。 

② アパート前の道路は緩やかに傾斜しており、舗装は剥げ所々に穴があき、その上

照明の数が少ないため、雨天や日没後の徒歩での外出時は、足元に十分な注意を

要する。 

③ アパートの 1階部分は駐車場になっており、駐車場内には警備員が常駐しており、

一応の出入りのチェックはしていると思われるが信頼性に欠ける。 

④ アパート 1 階の出入口は正面と両サイドの 3 箇所あるが、正面玄関は常に締め切

っており、原田駐在員は正面向かって左側の出入口を利用している。アパートは

2階からが居住階となっており、ワンフロア 2世帯が居住している。 

⑤ 1 階からエレベーターを利用し 6 階に至ると、エレベーターホール右手に住居が

あり、玄関扉は内側片開きの１枚板の扉で、扉の重みが原因か締りが悪いものの、

扉の中央に両面シリンダー錠を取り付け、ドアスコープ、ドアチェーンも取り付

けている。 

⑥ 玄関を入ると正面がサロンになっており、サロン右手が台所で、玄関側とサロン

側双方からの入り口扉があり、扉は合板の扉で棒鍵錠を取り付けている。台所か

らバルコニー出入用の外側片開きのガラスの扉があり、両面シリンダー錠を取り

付けている。台所には引き戸式ガラスの窓が 1 箇所あり、窓枠側に釜錠を取り付

けているが、鉄格子等の取り付けはされていない。 

⑦ 室内にはサロンを中心に他に 3 室の部屋があり、サロン右手側に片側内開きの合

板扉があり、左右にゲストルームがある。それぞれの入口扉は合板の扉で扉の中

央に棒鍵錠を取り付け、それぞれの部屋の引き戸式のガラス窓には窓枠側に釜錠

を取り付けている。 

⑧ 左右のゲストルームの中央にバス・トイレ室があり、室内の引き出し式ガラスの

高窓には上部に差込錠を取り付けている。 

⑨ サロンのバルコニー側にはガラスの引き違いの掃き出し式窓があり、扉の窓枠側

には釜錠を取り付けているが、鉄格子等の取り付けはされておらず、隣家からの

侵入が懸念される。 
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⑩ サロン左手に片側内開きの合板扉があり、扉を入ると右側にトイレ室があり、正

面に主寝室入口扉がある。 

⑪ 主寝室入口扉は、他部屋の入り口扉同様内側片開きの合板の扉で、扉の中央に棒

鍵錠を取り付けているが、内鍵等の取り付けはない。寝室内には右手にバス・ト

イレ室があり、ガラスの引き出し式高窓には差込錠を取り付けている。 

⑫ 寝室の正面には外開きのガラスの扉があり、バルコニーへの出入口となっており、

扉の中央に両面シリンダー錠を取り付けている。扉の右側にはガラスの引き戸式

窓があり、窓枠側に釜錠を取り付けている。寝室内の左側にはウォークインクロ

ーゼットがあるが、室内には窓はない。 

  【問題点と改善策】 

  当アパートは高層階ということもあり、現在は窓等に対しては鉄格子等の取り付けは

されていないが、過去に日本人居住の高層住宅が被害にあったこともあることから、住

居周辺の治安情報の収集に努め、周辺で被害が発生した場合は大家と交渉し、バルコニ

ー出入口全てと窓に鉄格子を取り付けることが望ましい。現在は以下の対応を要する。 

① 主寝室に全ての貴重品を持ち込み、寝室扉に面付けの内鍵を取り付け、備え付け

の厚地のカーテンは、室内が見えないように常に閉め切っておく。 

② バルコニーに面した窓等に、不安であれば人が侵入した際に振動を感知する、窓

用マグネットセンサーを取り付ける。引き戸式窓の下側に下部のような補助錠を

取り付けるとより防備は高まる。 

    

   窓の補助錠 

③ 室内に取り付けている鍵を全て取り外す。 

④ エレベーターホール、アパート出入口周囲に不審者が潜んでいる場合も考えられ

るため、出入りの際は十分な注意を要する。 
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【住居の写真】 

  

    アパート周囲の状況            アパート前の道路状況 

 

  
      アパートの全景              アパート正面 

 

  
      側面側の通用口           車庫で勤務時間中の警備員 
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    原田駐在員住居玄関              玄関扉の内側 

                   両面シリンダー錠、ドアスコープ、ドアチェーン付き 

  

        サロン               ガラス窓の釜錠 

 隣家側から窓を外して侵入が懸念される窓 

  

     サロン側の台所入口            バルコニー出入口 
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  バルコニーで野菜を栽培         台所側バルコニーから見た階下の状況 

                      壁を伝ってこない限り侵入は困難と思われる 

  

        台所の窓              ゲストルーム側 

          

  

       ゲストルームの窓           ゲスト用バス・トイレ室 
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主寝室入り口              寝室手前のトイレ室 

                                  

  

      主寝室入口扉の内側           主寝室のバルコニー出入口   

棒鍵錠のみ 

 

   主寝室内のバス・トイレ室 
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